























1 本稿は、平成 26 年度博士学位論文（金沢大学人間社会環境研究科博士後期
課程）の一部に修正を加えたものである。
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3.2 上古文献の考察結果  
以下の各表は統計結果をまとめたものである。T 類は舌歯破裂音声
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って、《尚書》に現われる「爾」の 1 例のみを遠称と判断し（表 1「爾」
の修飾語の位置を参照）、残りの「爾」3 例と「若」6 例は近称と判断
した。「若」と「爾」は上古音で声母 ȵ を有したと推定されるので、表
1 では N 類型の近称とする。  
 
表  1《尚書》における指示代名詞の語法機能別統計  
声母類
型  
T TS Ø N K P 
指示代
名詞  
之  茲 斯 此  是 時  鮮  惟  若  爾 其 厥  夫  彼  
再構音  ȵǐə ʦǐə sǐe ʦʰǐe ʑǐe ʑǐə sǐan ʎiwəi ȵǐɑ̌k ȵǐei gǐə kǐwǎt pǐwɑ pǐa 
主語   6   6 8 1    13 6   
修飾語  1 20  3 2 25  5 1 1 47 173   
目的語  53 6   3 8     5 6   
合計  54 32 0 3 11 41 1 5 1 1 65 185 0 0 
 
表  2《論語》における指示代名詞の語法機能別統計  
声母類
型 
T TS Ø N K P 
指示代
名詞  
之  茲 斯 此  是 時  鮮  惟  若  爾 其 厥  夫  彼  
再構音  ȵǐə ʦǐə sǐe ʦʰǐe ʑǐe ʑǐə sǐan ʎiwəi ȵǐɑ̌k ȵǐei gǐə kǐwǎt pǐwɑ pǐa 
主語    8  3      1    
修飾語  2  15  6    3  76  9  
目的語  225 3 22  16     2 3   1 










表  3《荘子》における指示代名詞の語法機能別統計  
声母類
型 
T TS Ø N K P 
指示代
名詞  
之  茲  斯 此  是 時  鮮  惟  若  爾 其 厥  夫  彼  
再構音  ȵǐə ʦǐə sǐe ʦʰǐe ʑǐe ʑǐə sǐan ʎiwəi ȵǐɑ̌k ȵǐei gǐə kǐwǎt pǐwɑ pǐa 
主語    1 20 34      57  1 5 
修飾語  5   8 16    2  44  27 3 
目的語  245   12 43     1 17  0 6 



























































































(8) 其刑其罰，其審克之  (尚書)                      
その刑や罰の適用は細かにしらべなければならぬ。  




(10) 子曰：「不在其位，不謀其政。」(論語)             
孔子曰く「その地位にいなければ、その職務に容喙しないこ
と」  
(11) 惡！惡可！子非其人也  (莊子)                 
ああ、とても、とても、あなたはそんながらじゃありません。 







(13) 閱實其罪  (尚書)                       
その罪を解除する。  
(14) 子夏曰：「君子信而後勞其民，未信則以為厲己也；信而









































































































彼＋之 /其：  
(25) 彼其道遠而險，又有江山。我無舟車，奈何？(莊子)        
かの国への道は、遠く険しく、その上、川や山がある。わた
くしには、舟も車もなく、どうしたらよかろう。  








矣。彼其人苟一，則其土地且奚去我而適他。(荀子)           
天下を取るということは、（諸国の人々が）その土地を背負っ































(29) 去之。夫其口眾，而我寡。(左傳)                
立ち去ろう。あいつらの口は多いが、こちらは少ないから。  
(30) 臣聞之，天之所啓，十世不替。夫其子孫必光啓土，不





































(36) 雖與之俱學，弗若之矣。為是其智弗若歟？(孟子)         
その人と一緒に学んでいても、その人に及びません。その人
の智恵がおとっているためでしょうか。  








































































4.1 世説新語  
表 4 は統計結果を示したものである。  
 
表  4《世説新語》における指示代名詞の統計9 
 






























此  ʦʰǐe 694 694 すべて指示代名詞として使
われる。  













茲  ʦǐə 4 3 目的語として「若茲」1 例。  
修飾語 2 例。残り 1 例は地名。 




爾  nʑǐe 146 16 
主に修飾語：  
爾時 (9)、爾日 (3)、爾馨 (2)、




彼  pǐe 41 11 
主に修飾語：  
彼此 (5)、彼人 (1)、彼岸 (2)、
彼節者 (1)、彼庶黎 (2)。  
指示詞以外の 30 例は三人称
代名詞  






































































































































中国語学中国文学教室紀要第 14 輯 
 
其水淡而清，其人廉且貞。」孫云：「其山嶵巍以嵯峨，其水渫





















































































4.2 仏教経典四冊の考察  
統計結果を表 5 にまとめる。  
 


















是  ʑǐe 2386 約 1200 





此  ʦʰǐe 1390 1390 すべて指示代名詞と使われる  
斯  sǐe 554 554 すべて指示代名詞と使われる  
茲  ʦǐə 61 52 目的語として 45 例、その中で「若
茲」は 34 例。修飾語 7 例。  

















彼  pǐe 794 ? 指示代名詞又は三人称代名詞と
して使われている。  




三 人 称 代 名 詞 所 有 の 用 法 も あ
る。  
 
「那」は調査した 4 種類の仏典で 263 例あるが、すべて指示代名詞
ではない。9 例は「どれ｣という意味であり、1 例は「なんぞ」という






(58) 何謂三施？外施內施大施，是為三施。（生経）          
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何をか三施と謂ふ。外施、内施、大施是を三施と為す。  
(59) 王聞是已給賜刀杖尋即遣之。（百喩経）             
王、是を聞き已り刀杖を給賜ひ尋いで即ち之を遣はす。  




《論語》で現れる「爾」は 22 例の中で 13 例が二人称代名詞であり、
2 例が指示代名詞であり、残りの 7 例は助詞である。は《尚書》では
164 例の中で 162 例は二人称代名詞であり、ただ 1 例が指示代名詞で
ある。《世説新語》で指示代名詞として用いられる比率は 11%である
（146 例の中で 16 例）。今回調査した仏典で「爾」が指示代名詞とし




















































今ではない “あ /その時 ”のことを指すことがわかる。例（63）（64）で
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(68) 諸佛以食為禍。其果然矣。（六度集経）                
諸仏は食を以て禍と為す。其れ果たして然らん。  

























経）                          
樹に人有るを睹て懼れて敢て往かず。その飢えしこと五日なり。
昧を冒して菓に趣けり。両つながら倶に害なし。  





(75) 令其展情獲孝婦之德。（六度集経）               
その情を展けて孝婦の徳を獲せしめんことを  
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(76) 池中有龜。龜名金。瞽一眼，亦於水戲觸二兒身，兒驚












































(81) 吾自彼來，舉身惱痛，又大飢渴。（六度集経）          
吾れ彼こより来れり、身を挙げて悩痛す。又大いに飢渇せり。 
(82) 時諸比丘，同共發意。彼時三人，言語柔軟，威德殊妙，































うことができる。統計結果を以下の表 6 にまとめる。  
 














是  ʑǐe 2094 約 350 
修飾語約 100 例，目的語約 250 例。 
指 示 詞 以 外 の 用 法 は 判 断 詞
(copula) 、または“是非”の“是”
の意味で使われている。  
此  ʦʰǐe 1361 1361 すべて指示代名詞と使われてい
る。  
斯  sǐe 117 85 目的語「如斯」は 75 例，「因斯」1 例。  









這  ʨa 87 87 すべて指示代名詞と使われてい
る。   
者  ʨǐa 1080 2 「這」と互用。  
遮  ʨǐa 66 2 「這」と互用。  
遠称代
名詞  
爾  nʑǐe 107 61 
指示代名詞の用法の中で、修飾語
としての語例「爾時」が 40 例，
他の 20 例は目的語、あと 1 例は
「爾許」 (そのような )。  
二人称代名詞 1 例、ほかは助詞。  
彼  pǐe 119 ? 指示代名詞かつ三人称代名詞。  





那  na 107 2 
「這」との対比。  
指示詞以外の用法は疑問代名詞






(83) 這廻帰去免来無？（白居易詩）                 
このたび帰ったらまた来ることをまぬがれるか。  





(85) 這有相夫人顏貌平正，又復能歌。（巻四‐六 .756）         
この福相がある夫人は容姿が端麗であり、歌も上手である。  
(86) 人人皆道天年盡，無計留他這個人。（巻四‐六 .758）        
人々は皆「寿命が尽きてしまった。この人を救う方法はない」
といっている。  
これに対して「那」は全 107 例中、指示代名詞の用例はわずか 2 例
であり、かつ「這」との対比という条件下で現れる。  
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(87) 一泡破，一泡成，雨點如珠水上行，也似人身無兩種，這邊纔








詞の例を 2 例挙げる。  
「どれ」の意味の「那」：  
(89) 理亂境兵傷眾暴，稅田民不怨煩苛。筭應也會求財路，那箇門










は《敦煌変文》で 107 例中 61 例が指示代名詞である。その中に「爾
時」は 40 例、「當爾之時」「自爾之時」は 19 例がある。また、《敦煌
変文》では二人称代名詞の「你」が現れ、逆に「爾」が二人称代名詞
として使われる例はただ 1 例である（例（91））。残りの 45 例はすべ
てが副詞に添える助詞である。（92）は助詞の例である。  

























は 22 例の中で 13 例が二人称代名詞であり、2 例が指示代名詞であり、
























本稿では「爾」と「那」を N 類声母（n/l/ȵ を含めている）としたが、
両者の関係について解釈しなければならない。「那」の語源が「爾」で
あるかどうかまだいくつの疑点がある。「爾」の声母は中古前期では n







































人称代名詞の「爾」と区別するため、韻母が i から a に変化した。そ
の結果、「爾」の語源が不明となり、別の表記を求めて「那」で表すよ
うになった。この仮説はそれを証明する証拠が不足しているが、もし
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正しければ、「這」の語源も推定できるかもしれない。志村良治（1984）
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